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​第1章　課題の提出​

​Sakaiにログインして、該当のコースを選択してください。​

​右側に表示されている「レッスン」をクリックして、課題を選んでください。​

​注意点：​
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​初めて「Feedback Studio」にアクセスする際は使用契約書が表示されます。内容を確​
​認し利用開始される場合は「同意します」をクリックします。 「同意します」を選択​
​しない場合、利用を開始することができませんのでご注意ください。​

​課題の詳細が表示されるので、必ず内容をご確認ください。​

​ルーブリックをクリックすると、新しい画面からレポートの採点に使われる評価基準を​
​確認できます。​
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​提出を行う場合は、「自分の課題」の「ファイルを閲覧」をクリックします。​
​ファイルの要件を確認してから提出を行う場合は「自分の課題」の「詳細を表示」をク​
​リックします。​
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​「詳細を表示」をクリックすると下図のようにポップアップが表示されます。​

​ファイルを選んだ後に「アップロードして送信」をクリックしてください。​
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​提出が終わると「自分の課題」から提出物の情報を確認できるようになります。​

​Turnitinレポートを開く際は「類似性」の下にあるパーセンテージをクリックしてくだ​
​さい。​

​教員が採点を行った場合やフィードバックを残した場合は下図のように結果の点数や吹​
​き出しに印が表示されます。​
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​課題設定によっては、レポートを再提出することができます。提出物の情報の下にある​
​「再提出」ボタンから行ってください。​

​提出物の右側の「さらに表示」から下記の項目が表示されます。​

​答案を表示：レポートを開く​
​報告IDをコピー：提出物のIDをコピーする（教員から求められた場合にこちらから取得​
​する）​
​レシートをダウンロード：提出の証明となるレシートをダウンロードする。​
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​第2章　Turnitinレポート​

​レポートを開くと各種の情報を確認することができます。​

​類似性レポート​
​ハイライトされた一致は、テキストの類似性を示すもので、必ずしも剽窃を示すもので​
​はありません。一致する部分は引用もあれば、参考文献に記載されている引用もありま​
​す。​

​全体的な類似性は、提出物のテキストがデータベースのソースとどれだけ一致するかを​
​示すパーセンテージです。このパーセンテージは、一致する単語の数を文書内の単語の​
​総数で割ることによって計算されます。​

​類似箇所は色でハイライトされます。また、類似箇所に数字も割り当てるようになって​
​いて、右側のソース一覧からその類似箇所の元ソースを確認することができます。​
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​1行目に表示されているのは、上位一致ソースとして検知されたソース番号 、(こちら​
​の番号は文書中の一致が検知されたテキストの隣にも表示されます)​
​ソースのタイプは隣に記載されています。例：インターネット​
​2行目には、ソース先の名前と一致率が表示されます。​
​3行目には、そのソースに検知されたテキストの箇所数と合計の単語数が表示されま​
​す。​

​各ソースをクリックすると、ソース元に記載されている類似箇所が表示されます。​
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​リンク先をクリックすると、ソース元のページが開きます。​
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​学生レポートの一致の詳細は確認できません。​

​「他のソースを表示」をクリックすると、（一部）同じの類似箇所が見つかった他の​
​ソースが確認できます。​
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​特定のソースを類似性チェックから外したい場合は「​ ​」をクリックしてください。​

​ソースではなく特定の類似箇所を類似性チェックから外したい場合は「一致を除外」ま​
​たはハイライトされている文章上の「このテキストを除外」から行なってください。​
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​除外項目が適用されると、全体の類似性の真下に除外項目の数が表示されます。「除外​
​→」を選択すると、除外項目のリストが表示されます。​

​このリストから、「​ ​」のアイコンを選択することで、除外された項目を元に戻すこ​
​とができます。全ての除外項目を一括で元に戻したい場合は、「すべてのソースを含め​
​る」を選択してください。​
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​その他の機能​
​重複したソースも含む、全てのソースを一覧から表示させる場合は、「重複ソースを表​
​示する」を有効に切り替えてください。​

​フィルター​
​フィルター機能を使うことで、特定の文章を類似性チェックから除外することできま​
​す。​

​15​



​「除外フィルタ」から除外できる文章は以下の通りです：​
​●​ ​参考文献を除外​
​●​ ​直接引用文の除外​
​●​ ​引用テキストの除外​
​●​ ​小さな一致の除外：語数を入力します（小さな一致で除外されるのは8～250語​

​です。）​

​一致グループ（英文のレポートのみに対応）​
​一致グループは、ハイライトされた一致箇所を、引用符と引用の明記の有無に基づいて​
​4つのカテゴリーに分類します。カテゴリー分けにすることにより、共通している一致​
​箇所がより特定しやくなり、問題がある一致なのかそうでないのかをより早く特定する​
​ことができます。​
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​ハイライトの色と基準​
​一致するテキストはそれぞれのカテゴリーに該当する色でハイライトされます。各一致​
​グループの色と基準は次のとおりです：​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：​​引用符がなく、引用も明記されていない一​
​致​

​　　　　　　　　　：引用符がついていない一致​

​　　　　　　　　　　：出典が明記されていない一致　　​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：​​引用符および出典の明記もある一致​

​こちらは出典が明記されていない一致の例です。​
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​第3章　フィードバック・採点​

​講師がレポート上にフィードバックを残した場合、課題画面の「フィードバック」にお​
​知らせが表示されます。​

​こちらをクリックするとTurnitinレポートが開き、内容を確認することができます。​
​既にTurnitinレポートを開いている場合は、画面上の「フィードバック」タブを選択し​
​てください。​

​レポート上のフィードバックを表すアイコンをクリックし、詳細を右側からご確認くだ​
​さい。​

​特定の文章をハイライトした状態でフィードバックが表示される場合もあります。​
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​レポート上に直接フィードバックが書いてある場合の例がこちらです。​

​サマリのコメントはレポートの右側から確認できます。​

​「ピン留めされたフィードバック」は講師が重要としているフィードバックの一覧で​
​す。​
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​採点結果​
​講師が課題の評価を付けた場合、その結果は画面上の「成績」から確認します。​

​講師がルーブリックを利用して採点を行った場合、そのルーブリックの詳細を確認する​
​ことができます。「要約」の隣の「採点」タブを選択してください。​
​評価基準であるルーブリックは学習の上で重要な情報です。​
​評価の対象となる観点に分かれていることによって、優れている点や改善が必要な点が​
​明確になります。​

​フィードバックが観点と紐づいている場合、お知らせが表示されます。​
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​お知らせをクリックすると、フィードバックの内容を確認できます。​

​「フルサイズのルーブリックを新しいウィンドウで開く」をクリックすると、詳細な説​
​明も含むルーブリックが別画面で開きます。​
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​第4章　その他の機能​
​ダウンロード​

​類似性レポートや成績評価とフィードバックレポートをPDFとして出力することができ​
​ます。​

​画面の右上のある「​ ​」のアイコンをクリックすると、各種レポートをダウンロード​
​することができます。​

​レポートの詳細​

​画面の右上のある「​ ​」のアイコンをクリックすると提出物の詳細を確認できます。​
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​ガイドページ​

​画面の右上のある「​ ​」のアイコンをクリックするとガイドページにアクセスできま​
​す。​
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